
39 TOHOKU UNIVERSITY

特
色
あ
る
研
究
・

教
育
・
社
会
貢
献
活
動

■ COE等

平成14年度 

拠点リーダー 

生命科学 
佐　藤　正　明 

研究分野 

人間医工学  

拠点のプログラム名称 

計／5件 

内容 

バイオナノ 
テクノロジー 
基盤未来医工学 

　我々が病院を訪れると実にたくさんの検査・治療機器に囲まれていることに気付
きます。これらは最新の工学技術をもとに医工学と呼ばれる分野の研究成果として
我々の身の回りで役に立っているわけです。本COEプログラムでは、高精度・高機能
をめざした生体関連のナノテクノロジーを用いて、これからの高齢化社会を「健康に
生きる」ための技術を開発し、医学・医療に貢献しようとする技術の開発をめざしま
す。また、このような研究・技術開発に携わる若い研究者を育成していきます。 

化学、材料科学 
井　上　明　久 材 料 科 学  

物質創製・材料化 
国際研究教育拠点 

　ナノ組織制御、極端条件物質創製、ナノハイブリッド化、超薄膜化、極微細加工など
最先端の物質製造プロセスにより新規物性を発現する特殊構造物質を創製し、物性
発現機構を明らかにし、高機能・高性能な新材料の開発をめざします。そして、この
未知の材料科学の領域に果敢に挑戦する活力に富んだ若手人材をリクルートし、拠
点研究者が連携して、若者の独創性あふれる斬新な発想による萌芽研究を積極的に
育成できる拠点を構築します。 

人文科学 
堀　江　　　薫 言 語 科 学  

言語・認知総合科学 
戦略研究教育拠点 

　人がことばを話したり理解したりしようとするとき、脳の中で何が起こっている
のかは長い間の謎でした。ことばを用いるとき脳のどの部分が働いているかを画像
として見る機能的磁気共鳴画像法（fMRI）の技術を応用して、脳の中にある言語のメ
カニズムを明らかにしようというのが「言語認知総合科学」です。この研究は、失語症
などのリハビリ療法の改善、脳を鍛えて老化に伴う言語障害を防ぐ方法の開発、外国
語の習得にも役立ちます。ことばがわかるロボットの可能性も考えられます。言語学、
心理学、医学、工学の研究者が連携して「脳の中のことば」に迫ります。 

情報、電気、電子 
内　田　龍　男 電気電子工学 

新世代情報 
エレクトロニクス 
システムの構築 

　NT・IT（ナノ技術・情報技術）研究を融合することにより、材料・プロセス・評価等
の基礎研究を最先端のデバイス・システム応用研究に活用し、国際競争力強化に直結
する独創的科学技術を創出し、世界最強の研究教育拠点形成をめざします。これによ
って今後10年間の国際的主戦場となる新世代ネットワーク情報家電や移動体通信
分野等の主導的役割を果たすとともに、10年以上先の次世代情報エレクトロニクス
システムの基礎確立を図ります。 

化学、材料科学 
山　本　嘉　則 複 合 化 学  

 
大分子複雑系未踏化学 

　通常の分子（1nmサイズ以下）を対象として合成－解析－機能発現－理論構築を
行う時代から、未踏領域の大分子や解析未踏の複雑系を対象とする時代を迎えまし
た。大分子や分子集合体などの複雑系の解析－構築－機能発現の研究を行い、未踏領
域の大分子の化学の体系化と応用を行うことを目的とします。 
　魚類の中の毒成分である巨大海産天然物分子（3nm）、シガトキシンおよびカンビ
エロールの世界最初の全合成に成功しました。 
　毎年熱帯および亜熱帯地方では、これら毒魚物質により1万人以上が被害を受け
ています。全合成の成功により今後毒魚キットなどの開発が期待されます。 

COE

21世紀COEプログラムは、我が国の大学が世界トップレベルの大学と伍して、教育及び研究水準の向上や世界をリードする創
造的人材を育成していくために、競争的環境を醸成し、学問分野ごとに、世界的な研究教育拠点の形成を重点的に支援することに
より、活力に富み、国際競争力のある世界最高水準の大学づくりを推進することを目的に平成14年度から、文部科学省に新規事
業として措置されたものです。
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平成16年度 

拠点リーダー 

革新的な学術分野 
今　井　　　潤 

研究分野 

臨 床 薬 学  

拠点のプログラム名称 

計／1件 

内容 

医薬開発統括学術分野 
創生と人材育成拠点 

　ある薬が人類の健康と福祉に貢献するまでに成長するためには様々な
過程が必要です。基礎的な創薬科学にはじまり、人への応用までの過程です。
殊に人への応用の過程では、医学、薬学に加えて、倫理、経済等を含めた知
識と経験の集約・統括が必要です。本拠点はこうした知識と経験を有する
職能を育成し、臨床開発の提案から管理までを担える“医薬開発学術研究
機構(Academic Research Organization)”への発展を期します。 

先進医工学研究機構（TUBERO）

文部科学省の平成15年度科学技術振興調整費「戦略的研究拠点育成」において、「先進医工学研究拠点形成」が採択さ
れ、先進医工学研究機構（Tohoku University Biomedical Engineering Research Organization＝TUBERO）を
発足しました。
TUBEROは、患者さんのQOL向上に貢献する新しい診療・医療技術を開発するため、生命科学と工学の両分野の融合

を図る学際的研究システムを構築し、医工学の世界的研究拠点となることを目指しています。

生体内の動的環境を十分考慮した上で、生命機能を司る基盤となる要素であるタンパク質分子、細胞などの構造と機能を遺
伝子解析、ナノ・マイクロマシン技術などを用いて解明する。併せて、これらのタンパク質分子や細胞を生体内に導入し組織、
器官の再生を図る医工学技術と臨床応用へ向けたトランスレーショナル技術の開発を目指す。

生命機能
科学分野

材料領域における医工連携により外科、口腔外科、歯科、整形外科などのための高機能で安全な金属、セラミックス、高分子
等の材料を創製すると共に、治療機器、生体組織治療・再生支援、低侵襲測定機器等の開発・研究を行う。

生体用材料
創製分野

装置やセンサーの小型・内蔵化、生体細部の機能解明、機能計測、治療、機能再建技術の確立を目的としている。具体的には、
生体計測センサー、糖尿病の治療方法の開発、衝撃波の診断治療への応用、人工肛門、人工心臓、人工心肺などの人工臓器の
開発などの研究を行う。

ナノメディシン
分野

医療における通信技術の応用、医療・生体情報の可視化やマネージメントテクノロジーの医療応用などを目的として、新た
な医療技術の展開を図る。

高度情報
通信分野




